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● 土砂災害の種類と  前兆現象
大雨や　台風、地震が　起きたときは　地面が　崩れやすくなり　がけ崩れや　土石流、地すべりなどの　土砂災害が　起こることが　あ

ります。土砂災害から　自分を　守るためには　家の周りに　危ないところがないか　確かめて　ください。また　土砂災害には　前兆現

象（災害が　起こる前に　表れる　こと）が　あります。下に書いてあるような　前兆現象が　起こったら　すぐに　逃げて　ください。

土砂災害防止法で　決められている　ところには　土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域　の2つがあります。

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）
斜めになっている　地面が　崩れたときに　住民などが　死んだり　けがをした

り　するかもしれない　ところです。　ふだんから　逃げる　準備を　しておくこと

が　必要です。

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）
斜めになっている　地面が　崩れたときに　建物が　壊れて　住民などが　死

んだり　けがをしたり　するかもしれない　ところです。　家などを　新しく　建て

ることが　できません。

土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域

●がけに　割れ目が　見える。

●がけから　小石が　落ちる。

●斜めになっている　地面が　ふくらみだす。

●木が　傾く。

●木の根が　切れる　音がする。

●木が　ゆれる　音がする。

●地面から　音がする。

がけ崩れ

●川の近くの　地面が　崩れだす。

●石が　落ちてくる。

●川の水が　にごる。

●雨が　ふっているのに　川の水が　少なく

なっていく。

●土や　砂が　流れてくる。

●にごった水と　一緒に　木が　流れてくる。

●川の中に　火花が　見える。

●地面から　音がする。

●山から　音がする。

●転がる石が　ぶつかり合う　音がする。

土石流

●地面に　ひびが入る。

●地面が　へこんだり　盛り上がったりする。

●木が　傾く。

●木の根が　切れる　音がする。

地すべり

がけ崩れ

※これらは　すべての場所で　必ず起こるものでは　ありません。

地面に　しみこんだ水によって　斜め

になっている　地面が　急に　崩れ落

ちる　現象です。急に　起きるため　家

の近くで　起きると　逃げ遅れる人が

多く　死んでしまう人が　多くなります。

土石流

雨が　長く　ふったり　短い時間でも

たくさん　雨がふると　山や川の　石と

砂が　水と一緒に　急に　川の下の方

に　押し流される　現象です。

地すべり

雨が　たくさん　ふったり　長い時間

ふったりする　ときに　水の力によって

持ち上げられた　地面の　広い範囲が

ゆっくり　動きだすものです。

水

木

におい

その他

音

動くもの五感

視
覚 
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●腐った土の　においがする。

こんなときは 気をつけて ください 土砂災害の 前兆現象
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山・斜めに

なっている

地面・がけ

●しみこまない水が　地面の上を　流れる。

●がけから　水が　噴きだす。

●湧水が　にごる。

●川や井戸の　水が　にごる。

●斜めになっている　地面から　水が　噴き

だす。

●池や沼の　水が　少なくなる。

●家や 土を支えるための壁に ひびが 入る。

●土を支えるための壁や　電柱が　傾く。
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